
（別紙１）令和２年度 夢但馬応援事業 実施報告書 
 

＜事業名＞ 旧竹野川エリアを連携の力でもりあげよう！プロジェクト                                                

団 体 名 ブラタケノ運営委員会 

所 在 地 豊岡市竹野町 

代表者名 青山 治重 

 

事
業
内
容 

1 旧竹野町エリア連携のシンボルである竹野川をテーマとした連携の取り組みの推進 
・（仮称）「竹野川ウォーク（T－WALK）」の実施に関しては、5月 31 日（日）に実施を予定

していたが、緊急事態宣言が出されている状況で断念せざるをえなかった。一方、当日配

布の資料作成のための準備作業は鋭意実施してきた。 
・上記作業をもとに、「ブラタケノマップ～ふるさと竹野川の巻」を作成した（Ａ３版フル

カラー、5,000 部印刷）。 
2 「鋳物師戻し峠の大岩に親しむ集い」、「城山登山会」の継続的･発展的実施 
・前者は 6 月 21 日（日）に、後者は 11 月 8 日（日）に予定通り実施。ただ、前者は緊急

事態制限解除後間もないということで、スタッフのみ（15 名）で実施。後者は、参加人数

をおおむね 30 名に制限して密にならない工夫を行った（参加者 31 名、スタッフ 20 名）。

また取り組みの継続的･発展的実施のため参加者へのアンケートを実施した。 
③旧竹野町エリア全体の効率的で効果的な活性化イベント等の推進のための“情報プラッ

トホーム”構築のための検討に関しては、竹野川ウォークが未実施のため、将来的に竹野

川を軸として旧竹野町エリアでの取り組みが重要であるとの認識を会合で確認するにとど

まった。 
地

域 
豊岡市竹野町 

事
業
の
効
果 

1 団体（組織）内の効果 
・「鋳物師戻し峠の大岩に親しむ集い」は 3 回目、「城山登山会」は 2 回目で、コロナ禍に

おいても準備から実施まで比較的スムーズに団体間の連携を取りながら実施することがで

きた。また、城山の歴史的な学習を新たに盛り込んだり、地元草飼区でのおもてなしもグ

レードアップして参加者に好評であった。 
・昨年まででひとまず竹野小学校区エリアのマップ作成作業を終え、今年度は中竹野小学

校区エリアまで竹野川を軸にマップを作成したことで、中竹野地区コミュニティとの連携

が強化された。 
2 地域への効果 
・「ブラタケノマップ～ふるさと竹野川の巻」を作成したことで、竹野小学校区エリアだけ

でなく、中竹野小学校エリアまでの魅力発見の一歩を築くことができ、来年度以降の本格

的なイベント等の取り組みの準備を整えることができた。 
・「城山登山」で実施したアンケートでは、リピーターの存在や、地元の方であまり城山の

ことを知らない方が城山を素晴らしいと異口同音に評価していることが判るなど、今後継

続的・発展的実施のためのデータを得ることができた。 



事

業

経

過 

令和 
2 年 5 月 7 日 

～6月 
6 月 21 日 
9 月 24 日 

 

10 月 19 日 
 

11 月 17 日 
 

 

12 月 16 日 
令和 3 年 

1 月～2月 
2 月末 

 

 

・竹野川及び周辺エリアの資源等資料収集及び検討作業の実施。 
 

・「第 3回・鋳物師戻し峠の大岩に親しむ集い」実施 
・企画会合･･･上記取り組みの総括。11 月 8 日実施予定の「城山登山」

の実施内容の検討。 
・企画会合･･･「城山登山」の実施方法の検討。アンケート調査票の検

討。 
・企画会合･･･11 月 8 日実施の「城山登山」のふりかえり。アンケート

調査結果報告。「ブラタケノマップ～ふるさと竹野川の巻」の作成方法

等の検討。 
・企画会合･･･「ブラタケノマップ～ふるさと竹野川の巻」の内容検討。

今後の取り組みについての検討。 
・「ブラタケノマップ～ふるさと竹野川の巻」作成作業。 
・「ブラタケノマップ～ふるさと竹野川の巻」完成。 
（企画会合の場所は、「旧田中邸」で実施） 

協
働
の
相
手
方 

・「コミュニティたけの」 
・「鋳物師戻峠の大岩山歩道（さんぽみち）プロジェクト」 
・「中竹野地区コミュニティ」 
・「草飼区」 

今

後

の

課

題

等 

〈事業を実施する上での課題〉 
1 団体（組織）の課題 
・コロナ禍で余儀なくされた取り組みの低下からのリカバリーと、新たな状況の変化に対

応した戦略的な取り組みの実践。 
2 地域の課題 
・旧竹野町エリア（竹野、中竹野、竹野南）が連携したお試しイベントの実施と、それを

通して地域が連携して盛り上げていくことが重要性であるという共通認識の醸成。 
 

〈令和 3年度以降の事業計画〉 
・今年度実施できなかった（仮称）「竹野川ウォーク（T－WALK）」の実施。 
・竹野南エリアへ“延伸”した取り組み方法の検討と、関係団体との協議。 
・今年度に引き続き「鋳物師戻し峠の大岩に親しむ集い」、「城山登山会」の継続的･発展的

実施。 
・旧竹野エリア全体の効率的で効果的な活性化イベント等の推進のための“情報プラット

ホーム”構築のための検討 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 11 月 8日「城山登山」～城山頂上の様子      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11 月 8 日「城山登山」～登山後のサロン草飼での様子 


